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ニホンベニクラゲ（ヒドロ虫綱，花クラゲ目）の放卵
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Egg spawning of Turritopsis (Hydrozoa, Anthomedusae)
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Abstract.　Egg spawning of Turritopsis sp. (Hydrozoa, Anthomedusae) was studied 
biologically, using five female medusae collected in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, 
Japan from August to September in 2015. After 6-14 hours dark treatment, maximally 22 
unfertilized eggs (mean diameter 152μm, 138-169μm in range, n = 53) spawned 16-28 
minutes after lightning at 25℃ from one individual everyday. An individual, can spawn 
more than 1000 eggs for 1.5 months until senescence at the most estimate. In these eggs 
GFP is not found like medusa, and parthenogenesis does not taken place. 
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（要約 ）
　和歌山県田辺湾産のニホンベニクラゲ Turritopsis sp.（ヒドロ虫綱 , 花クラゲ目）の 5 個体の成熟雌を
一定条件で飼育し，放卵に関する生物学的研究を 2015 年の 8 月から 9 月にかけて行った．前日の夕刻
から夜間に 6 － 14 時間の暗処理を施した後に点灯すると，25℃で 16 － 28 分後に最多で 22 個の未受精
卵（平均直径 152 μm，幅 138-169 μm, n = 53）を毎日産卵した．最大見積もりで，1.5 箇月間，毎日，同
数（25 個）を放卵できたと仮定した場合，老衰に至るまでに 1000 卵以上産めることになる．この未受
精卵にはクラゲの様に GFP はなく，単為発生も起こさなかった．

はじめに

　和歌山県田辺湾にはクラゲからポリプへ何
度も若返れる分子系統学的新種のニホンベニ
クラゲ Turritopsis sp. が生息する（Kubota, 2005, 
2015; Miglietta et al., 2007; 久保田，2013, 2015a,  
b）．今回，本種の複数の雌個体を用い，放卵に
関する生物学的事象であるタイミング，1 回の

放卵数，未受精卵の大きさ，GFP，単為発生な
どについて調べたので報告する．

材料と方法

　ニホンベニクラゲは，2015 年 8 月 14 日に和
歌山県西牟婁郡田辺湾の岸壁からプランクトン
ネットで採集し，サンプル中から成熟クラゲ 5
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個体をピックアップした．その後 1 ヶ月間余り，
アルテミアの孵化幼生を餌に，5 μm で濾過し
た自然海水を満たした 60 cc ポリスチレン容器

（直径 60 ㎜，高さ 15 mm の円筒容器）中に 1
個体ずつ収容し，水温を 25℃に保てる様に恒
温器内に入れ，ほぼ毎日，給餌後に新鮮な海水
と交換した．
　2015 年 8 月 17 日から 9 月 15 日までの期間中， 
5 個体の成熟雌で放卵に関する生物学的観察を
ほぼ毎日行った．放卵観察日の前日の夕方から
夜間に，容器全体をアルミホイルで 2 － 3 重に
覆い光を完全に遮断し，恒温器の窓も遮光版で
覆った．6 － 14 時間の暗黒時間（夜間を含む）
が経過した翌朝に恒温器と部屋自体を点灯し，
クラゲに光（蛍光燈）を浴びさせた後，放卵開
始するまでの時間を測定した．未受精卵の大き
さは，放卵後数時間以内に測定し，GFP の有
無も Nikon ECLIPSE 80i で検査した．また， 未
受精卵を 1 日間放置し，単為発生が起きるか調
べた．なお，上記で使用した個体は，観察後に
老衰し，摂食も不能となり，大きさも縮小した
ので，若返り実験に用い，その結果は報告した

（久保田，2015b）．

結果と考察

　和歌山県田辺湾産のニホンベニクラゲの成
熟雌は，ほぼ毎日，25℃で点灯後，16 － 28 分
経過すると（平均 22-24 分 / 個体， n = 63, 5 雌）

全卵を数分間以内で放卵した．放卵数は日に
よって異なり，最多で 22 個であった（表 1）．
栄養状態が芳しくない場合，放卵数は一桁に落
ち，少なくなった．No. 3 個体（8 月 21 日に傘
径 3.2 mm, 42 触手）が成熟完了後に 1.5 箇月間
にわたり，毎日同数（25 個）の産卵が可能と
仮定すると，老衰するまで最大の見積もりで
1000 個以上の卵を産めることになる．
　なお，15 時間の暗処理を全 5 個体に 2 回試
した場合（n = 10），全回とも点灯時に既に放卵
済みであった．逆に，全 5 個体に暗処理を行わ
ず夜間もずっと点灯し続けた場合（n = 5），翌
朝になっても放卵していなかった．
　未受精卵の直径は，放卵後数時間以内で 138 
-169 μm（平均 152 μm, SD = 0.9 μm， n = 53，4 雌）
であった．3 雌の放卵した計 22 個の未受精卵

（それぞれ 3，9，10 個計測）には，GFP はク
ラゲなどのように（Kubota, 2015）全くなかった．
また，5 雌からの未受精卵の計 114 卵（それぞ
れから 15 － 30 卵を検査）を調べた結果，単為
発生は全く起こさず，全卵が 1 日後には崩壊し
た．
　将来，上記の生物学的特徴について，カイヤ
ドリヒドラ類で観察されている様な（Kubota， 
2011），同属内での比較が望まれる．
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雌番号 観察期間（2015 年） 観察回数 暗時間 最多放卵数 点灯後から放卵までにかかる時間（分）

Female no. Observation
period in 2015

No. of
observations

Dark hours
(hrs)

Max.
no. of eggs
spawned

Time (min.)
required for spawning
after lighting (mean)

1 Aug 18 – Sep 6 11 6 - 14 13 22 - 27 (24)
2 Aug 17 – Sep 7 11 6 - 14 22 20 - 27 (23)
3 Aug 18 – Sep 15 16 6 - 14 21* 16 - 28 (22)
4 Aug 17 – Sep 8 11 6 - 14 15 20 - 26 (23)
5 Aug 17 – Sep 8 14 6 - 14 15 18 - 25 (22)

* 点灯時に放卵済みで 25 卵の記録が別の観察日にあり．

表 1.　25℃で飼育した和歌山県田辺湾産ニホンベニクラゲの放卵 .
Table 1.　Egg spawning of Turritopsis sp. that cultured at 25℃ from Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan.
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